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生産振興・需要拡大





課題


・育林，加工，流通関係者の協働


・需要拡大と価格の向上


・規格外の材の活用


・北山丸太の特殊材的なイメージの払拭


・海外も含めた消費者への和風木造建築のPR


・登録商標の活用


・後継者の育成，技術の継承





提案


・地域一体となったマーケティング


・集合住宅や大型建築物での活用


・身近な用途への利用拡大


・著名な建築家やデザイナーとのコラボレーション


・情報発信の工夫（北山丸太を使った新たな空間を提案するモデル展示，木造建築の特長のアピールなど）


・他の京都の伝統工芸などと組み合わせたＰＲ


・北山林業技術者を無形文化財として認定





教育・体験





課題


・北山杉，北山丸太の周知（一般の人だけでなく，林業を学ぶ学生にも）


・建築の専門家や学生への働きかけ


・次代を担う子供たちへの意識付け





提案


・多様なプログラムの作成（北山丸太のユーザー向け，北山丸太を知らない若い人向けなど）


・他の地域ではできない林業体験（丸太磨き，皮剥きなど）の実施


・学校教育との連携（小学校への出前授業・花脊山の家での体験学習など）


・修学旅行生の受け入れ


・伝統技術の継承，担い手対策の視点での取組





地域の基盤づくり





課題


・地域の主体性が最も重要


・適正な森林管理と景観保全


・情報発信力の強化（脆弱なインターネット環境の改善）


・インフラ整備（過剰な支援はかえって障害になる）





提案


・地域の自主的な計画づくり


・適正な森林経営計画の策定


・需要拡大，林業体験，観光など分野に応じターゲットを絞っての情報発信


（インターネット講習会の実施）


・一般の人からのアイデア募集


・最低限必要なインフラの整備


・ボランティアとの連携


・北山杉の里総合センターの更なる活用





生産振興





提案


・丸太倉庫群を生かした多様な観光事業計　画の策定と外部スポンサーの募集


・丸太以外の文化的資源の掘り起こし（食文化，丸太磨きの衣装，方言など）


・民家の庭先でのお茶や，地元ガイドによる案内など，地域の人々とふれあえる企画


・162号線沿いの地域（高雄，小野郷，京北，美山など）との連携


・トレイル，サイクリング，ツーリングのコース設置とマップづくり


・杉の電柱設置などの景観づくり


・北山杉の景観とアートを融合させた取組


・路線バスの活用


・外部への情報発信





課題


・地域の合意，ビジョンの共有，やる気が必要


・テーマやイメージの設定が必要（小説，歴史，数寄屋文化など）


・お金を落としてもらう仕組みづくりが必要


・地元での食や宿泊の取組の可能性


・外部との連携やファンづくり


・村落景観の整備と活用


・生産振興とのバランス





文化・観光





「京都型農林業プロジェクト委員会」林業部会まとめ


～北山林業地域における林業と文化・観光との連携～





地域の振興
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